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南大洋スコシア海における Limacina helicina antarcticaの個体群動態と生物地球化学的重要性 

 

 有殻翼足類 Limacina helicina antarctica は、南極海の動物プランクトン相にしばしば優占し、

無殻翼足類などの餌となる。また、炭酸カルシウムを深海に輸送するため、海洋における鉛直

的な物質循環においても重要な役割を果たしている。一方、本種の生産に関する知見は乏しい

のが現状である。本研究は南大洋スコシア海における L. helicina antarctica の個体群構造、バ

イオマスを求め、本種の成長率、死亡率および生産量を明らかにすることを目的として行った。 

 1996–2010年の 11–3月にかけて、スコシア海の水深 0–500 m間で採集された各種プランク

トンネット試料（Bongoネット、RMT8 または RMT25）中に出現した L. helicinaについて、ソ

ートおよび計数を行い、100個体の殻長を計測した。乾重量を測定した後、元素分析計により

有機および無機炭素を求め、両者の比より炭酸カルシウム含有量を求めた。殻長に基づくコホ

ート解析を行い、各コホートの成長をトレースし、殻長の日間成長速度 (mm m
-2

 d
-1

) を求め

た。日間成長速度は殻長-重量関係式を用いて、乾重量、有機および無機炭素単位での成長速

度に換算した。死亡率は各コホートの個体数の経時的な減少から推定した。 

 スコシア海における L. helicina antarctica の殻長には、殻長の重複しない 3つのコホートが

見られた。これらは齢組成の違いを反映したものと考えられ、それぞれ平均殻長 0.3 mmの G2

世代 (0歳)、2.7 mmの G1世代 (1歳) および 4–10 mmの G 世代 (2歳) と呼称した。殻長組

成をトレースすることにより、本種は 3 年もしくはそれ以上の寿命を持つものと推定された。

この間の日間成長速度は 0.01 mm d
-1と推定された。死亡率は日間ベースでは 0.01 d

-1、年間で

は 3.83 year
-1で、1年後の生残率は 2%、2年後の生残率は 0.05%と推定された。バイオマス現

存量は乾重量ベースでは 178 mg DW m
-2、炭素量では 32 mg C m

-2であり、この炭素量は有機

炭素 23 mg Corg m
-2および無機炭素 9 mg Cinorg m

-2に区分された。また炭酸カルシウム単位では

72 mg CaCO3 m
-2であった。夏季のスコシア海における日間最大生産は 1.8 mg C m

-2 
d

-1と推定

され、これは 1.3 mg Corg m
-2

 d
-1および 0.5 mg Cinorg m

-2
 d

-1、炭酸カルシウム単位では 4.2 mg 

CaCO3 m
-2

 d
-1に相当していた。また日間P:B比は0.06であった。各齢の殻長組成から判断して、

本種の成長速度や生産量は、夏季とほぼ同様の値が秋～冬季にもあることが推定された。また、

鉛直的な炭酸カルシウムの輸送として、本種の大規模な沈降が秋季にあることが報告されてい

るが、本研究により推定された生活史から判断して、この秋季に見られる大規模な沈降は、生

活史を終えた死亡個体の沈降によるものでは無く、海洋環境や本種の行動に起因した現象であ

ると考えられる。 
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